
【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
□ ■ 昭和 60 年

■ □ □

■ □

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

受診者数　(人)

成果指標等の設定理由
対象者の多くが受診することにより疾病予防になるため、受診者数を成果指標とする。

目標値設定の考え方 対象の５％相当にあたる人数

目
的

対象（誰（何）のために） １８歳から特定健診対象になる前（３９歳）で、事業所等での健診を受ける機会がない町民（妊婦はのぞく）

意図（どのような状態にした
いのか）

内臓脂肪症候群等が早期発見できる。自己の健康度を把握し、生活習慣病の要因（食生
活・喫煙）等を改善し健康な生活ができる。

（４）成果指標

（３）事務事業の目的

項 保健・医療の充実

事業
内容

健康診査（特定健康診査の内容と同等の血液検
査）
歯科健康診査（歯科医師による口腔内診査とアド
バイス、歯科衛生士によるブラッシング指導）
脳ドック（基本健康診査結果から対象を抽出）

小項目 地域保健の充実

細項目 保健事業の充実

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分 ソフト事業 ハード事業

寒川町　　平成20年度事務事業評価シート（平成19年度実施事業）

事務事業名 成人の健康診査事業 第２班 第８事業

主管課・担当名 健康課健康づくり担当 根拠法令等 なし

課長 柏　幸伸 体系コード 31211-12 科目コード 01-04-01-01-004-02

（１）総合計画上の位置づけ
章 安心で生きがいのあるまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 明るく生きがいのある健康づくりを進めます 終了予定年度 －

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

490 490 490

目標 実績 目標 実績 目標 実績

8,400 8,300 8,100

6 6 6

予算 実績 予算 実績 予算 実績

内 投入人員 0.5 0.5 0.30.3

人件費 3,678 3,678 2,198 2,198

執行率 75.3% 57.3%

その他

直接事業費 5,302 3,993 5,230 2,997

国県支出金
財
源
内
訳

一般財源 5,302 3,993 5,230 2,997

使用料・手数料

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

8,200

健診実施回数　(回) 6 6 6 6 6

受診勧奨通知数(通） 8,630 8,636 9,000 8,248

受診者数　(人) 490 400 490 435

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

490

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

平成２３年度

490 490 490 490 490 490
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

目標値設定の考え方 対象の５％相当にあたる人数

内
訳

投入人員 0.5 0.5

総事業費

0.3

8,980 7,671 7,428 5,195

0.3

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

■

□
成果は十分とはいえ
ない

個人が自覚して人間ドック、歯科健診（口腔ケア）等を受診す
れば良いが、フリーター・ニートなどが増加傾向にあるこの年
代の健診にかかる経済負担の軽減は町でなければできない。・町が実施しない場合

の影響は
町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

受診が徐々に増え、健診として定着してきている。
特定健診年代になってからの生活習慣改善よりも早い段階で
改善につながれば、病気の危険度が減少する。
脳ドックは受診者が少ない。

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である メタボリックシンドロームに着目した健診（特定健康診査）が２
０年度から始まるので、その対象になる前の年代での意識付
けとして必要である。

どちらかと言えば妥
当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

平成１９年度の改善予定 平成１９年度の改善結果

事業コストの見直しのため健診委託先の検討を行う。 入札したことにより一人あたりの事業コストを縮減した。
一人あたりの事業コスト　１８年度　１０，８５１円
　　　　　　　　　　　　　　　　１９年度　　８，５８５円

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

□

□

■

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ ■ □

□ □ ■

■ □ □ □

自分の健康に関心を持ち、生活習慣（食生活・喫煙）を改善するため、年に一回の健診機会を提供する。受

理由
受診者数を対象者の５％としていたが、人口推移に合わせて目標値を見直す。

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

理由
受診勧奨は、人口推移により低下。受診者数に対して６回の実施回数で対応できている。

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

主に検査委託コストを見直す。実施
当日に受診者がスムーズに受診で
きる体制づくり、問診の簡素化を図
る。

入札の実施、事前申込制に変更、会
場配置の工夫、健診時相談から健
康相談や健康教育への連携

ﾃﾞｰﾀの経過管理をふまえ同じ事業
者で対応する。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

妥当性

有効性

結果が単年表示,前回ﾃﾞｰﾀとの比較
ができない為、見直しが必要。
脳ﾄﾞｯｸ受診者が少ない。

健診業者が使用している結果表の
様式を参考に検討する。19年度基本
健診結果分のﾄﾞｯｸ実施する。

結果表様式の変更を行う。

脳ドックを廃止する。

入札を実施したことにより、一人あたりの委託料が減った。
受診時間短縮のため、当日受付を事前申込みに、問診票・採
尿容器を送付できるように検討する。
受診当日に実施していた問診を簡素化する。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２０年度 平成２１年度以降

成果は上がっていな
い

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

性
どうか(成果
指標の状況)

・活動内容は適切か 脳ドックは受診者が少ない。

理由・内容
自分の健康に関心を持ち、生活習慣（食生活・喫煙）を改善するため、年に一回の健診機会を提供する。受
診結果により自分自身の健康度を把握し、自己の健康を保持するために今後も継続して必要。

部長確認 和　田　広　道 確認日 2008/10/15


